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近
年
、
国
の
特
別
天
然

記
念
物
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
と
中
国
原
産
の
外
来

種
チ
ュ
ウ
ゴ
ク
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
交
雑
種
が

各
地
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
広
島
県
で
は
、
広
島

市
佐
伯
区
の
八
幡
川
付
近

に
お
い
て
昨
年
5
月
に
初

め
て
交
雑
種
が
発
見
さ
れ

て
以
来
、
計
27
匹
の
交
雑

種
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

（
11
月
末
日
現
在
）。
こ
の

よ
う
な
、
在
来
種
と
外
来

種
の
交
雑
に
よ
る
影
響
は

「
遺
伝
的
攪
乱
」
と
呼
ば

れ
、
外
来
種
に
よ
る
生
態

系
へ
の
影
響
の
ひ
と
つ
と

し
て
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
で
は
、
遺
伝
的
攪
乱

が
起
こ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

在
来
種
と
外
来
種
の
交

雑
に
よ
り
生
じ
る
子
ど
も

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
伝

子
が
混
在
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

交
雑
が
進
む
こ
と
で
「
純

粋
な
在
来
種
」
が
消
え
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
実
際
、
京
都
の
鴨
川

水
系
で
は
、
生
息
す
る
オ

オ
サ
ン
シ

ョ
ウ
ウ
オ

の
う
ち
90

％
以
上
が

交
雑
種
で

あ
る
こ
と

が
明
ら
か

に
な
っ
て

お
り
、
広

島
県
も
同

様
の
状
況

に
陥
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

交
雑
種
は
在
来
種
と
も
外

来
種
と
も
異
な
る
た
め
、

保
護
お
よ
び
駆
除
等
の
判

断
が
難
し
い
と
い
う
課
題

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
遺
伝
的
攪

乱
が
生
じ
る
例
と
し
て
、

ホ
タ
ル
の
放
流
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ホ
タ
ル
の
よ
う

に
移
動
能
力
が
な
い
昆
虫

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご

と
に
特
有
の
遺
伝
子
の
組

成
を
持
つ
こ
と
が
分
か
っ

て
お
り
、
例
え
ば
同
じ
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
で
も
、
東
日

本
と
西
日
本
で
は
光
の
点

滅
の
間
隔
が
大
き
く
異
な

り
ま
す
。
ま
た
、
目
に
見

え
て
大
き
な
違
い
が
な
く

と
も
、
遺
伝
的
に
は
地
域

ご
と
に
大
き
な
違
い
が
あ

る
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
ホ
タ
ル

の
減
っ
て
し
ま
っ

た
地
域
に
お
い

て
、
環
境
保
全
等

の
目
的
で
本
来
そ

の
地
域
に
生
息
し

て
い
な
い
ホ
タ
ル

の
幼
虫
を
放
流
す
る
と
、

も
と
も
と
そ
の
地
域
に
生

息
し
て
い
た
ホ
タ
ル
と
新

た
に
放
流
さ
れ
た
ホ
タ
ル

の
間
で
交
雑
が
起
こ
り
、

地
域
特
有
の
遺
伝
子
の
組

成
が
失
わ
れ
る
、
つ
ま
り

遺
伝
的
多
様
性
（
＝
生
物

多
様
性
）
の
減
少
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
の
で
す
。

　

ホ
タ
ル
に
限
ら
ず
、
減

っ
て
し
ま
っ
た
生
き
物
を
守

る
た
め
に
は
、
放
流
・
放

逐
に
よ
る
数
の
増
加
で
は

な
く
、
生
き
物
が
生
息
す

る
環
境
そ
の
も
の
を
整
え

る
こ
と
が
重
要
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
地
域
支
援
課　

吉
井
隼
平
）

　11 月 11 日、広島県民文化センター
にて中国四国水道微生物問題研究会第
一回研究集会および設立シンポジウムが
開催されました。本研究会は、水道の微
生物学的な安全性の維持と向上及び安
全な水道水の供給のための様々な問題
等の解決に向けた活動を行うことを趣旨
に設立されました。発起人として岡山理
科大学獣医学部教授の黒木俊郎氏（代
表）、県立広島大学生物資源科学部教授
の橋本温氏（研究会事務局）、公益財団
法人岡山県健康づくり財団の渡辺晃正

氏、そして当協会の食品衛生課の和田貴
臣課長の４名でスタートしました。
　今回の研究会では、特別講演に国立
保健医療科学院上席主任研究官の島崎
大氏による、「水道の微生物リスク制御
に関する取組みと課題」について講演が
ありました。また、基調講演には、発起
人の黒木氏による「クリプトスポリジウム
について」、橋本氏による「定量的微生
物リスク評価（QMRA）による水道の管
理」、そして渡辺氏、和田らによる総合
討論が行われました。
　参加者は、中国四国地域の水道事業
体を中心とした行政機関や検査機関そし
て大学の関係者、約 70 名でした。最後
に発起人代表の黒木氏より、今後も「水
道の安全性の確保」をテーマに技術研修
会など最新情報が共有できる研究会を目
指していきたいとの言葉で閉会されまし
た。

（食品衛生課　和田 貴臣）研究会には各関係者約 70 名が集った

遺伝的攪乱のイメージ図

見えないところで進む侵略見えないところで進む侵略
安易な放流に注意安易な放流に注意

　

2
0
2
3

年
5
月
19
日

〜
21
日
の
3

日
間
、
広
島

県
で
G
7
広

島
サ
ミ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ

ま
す
。
サ
ミ

ッ
ト
で
は
、

世
界
経
済
、

地
域
情
勢
、

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
球

規
模
の
課
題
に
つ
い
て
、

率
直
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
の

成
功
と
広
島
の
更
な
る
発

展
に
向
け
、
産
官
学
が
一
体

と
な
っ
た
地
元
関
係
団
体

で
構
成
す
る
「
広
島
サ
ミ

ッ
ト
県
民
会
議
」
が
7
月

21
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
協
会
も
「
医
療
・
衛
生
」

関
係
の
構
成
団
体
会
員
と

し
て
応
援
し
て
い
ま
す
。

外来種 在来種

交雑種 在来種

繰り返しにより
純粋な在来種
が減少

中国四国水道微生物問題研究会が発足
水道の安全性の確保を

　

県
衛
連
は
、
財
源
難
か

ら
設
立
時
に
収
支
予
算
を

提
案
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

予
算
ゼ
ロ
で
は
前
に
進
め

な
い
た
め
、
苦
肉
の
策
と

し
て
澤
崎
初
代
会
長
と
日

本
公
衆
衛
生
協
会
広
島
県

支
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
数
万

円
を
借
用
し
、
初
年
度
予

算
と
し
て
つ
じ
つ
ま
を
合

わ
せ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
事
務
局
で
あ

る
県
公
衆
衛
生
課
が
財
政

課
と
何
度
も
交
渉
を
重

ね
、
そ
の
結
果
「
地
区
組

織
育
成
委
託
事
業
費
」
の

名
目
で
財
源
を
捻
出
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
１
９
５
８
（
昭
和

３
３
）
年
４
月
、
県
知
事

と
県
衛
連
の
間
で
受
託
の

た
め
の
初
契
約
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
財
源
は
、

指
導
者
養
成
の
た
め
の
講

習
会
や
研
修
会
、
広
報
紙

「
公
衆
衛
生
」（
現
在
の「
環

境
と
健
康
」
の
前
身
）
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど

に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

委
託
費
は
、
年
度
を
追

う
ご
と
に
着
実
に
増
え
て

い
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

県
の
上
層
部
に
も
住
民
活

動
の
成
果
が
認
め
ら
れ
た

証
拠
で
も
あ
り
ま
し
た
。
一

方
で
、
運
営
に
係
る
財
源

の
問
題
は
続
き
ま
す
。
委

託
費
は
あ
く
ま
で
事
業
に

係
る
も
の
で
あ
り
、
役
員

会
や
代
議
員
会
な
ど
の
運

営
費
に
は
使
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
従
っ
て
、
仕
事
を

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
運
営
に

必
要
な
資
金
は
不
足
し
て

い
き
ま
し
た
。

　
一
連
の
こ
う
し
た
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
は
、
設

立
時
に
決
め
た
理
事
１０
名

制
で
は
十
分
で
な
い
と
判

断
し
、
１
９
５
９
（
昭
和

３４
）
年
３
月
に
規
約
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。
１０
名

だ
っ
た
理
事
を
保
健
所
単

位
で
２５
名
に
増
や
し
、
議

決
機
関
で
あ
る
代
議
員
を

２５
名
か
ら
市
町

村
公
衛
協
単

位
な
ど
で
１
１

４
名
と
し
ま
し

た
。
こ
の
体
制

変
更
に
よ
り
、

懸
案
で
あ
っ
た

市
町
村
公
衛

協
の
分
担
金
制

度
が
議
決
さ

れ
、
県
衛
連
設

立
後
１
年
４
カ

月
に
し
て
の
大

改
革
で
自
主
財

源
の
道
が
開
か
れ
た
の
で

す
。（経

営
企
画
課　

山
下
祐
治
）

※
こ
れ
ま
で
の
流
れ
は
環

保
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

情
報
紙
「
環
境
と
健
康
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
か
ら
の
委
託
事
業
で
指
導
者
養
成
な
ど

分
担
金
制
度
で
運
営
費
を
捻
出

分
担
金
制
度
で
運
営
費
を
捻
出

④財源と体制づくり

資金捻出について議論する市町村公衛協会議


